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研究成果の概要（和文）：頸部深部領域は口から直接観察できる部位ではないため、嚥下メカニズムを教えるには困難
が伴う。そこで嚥下メカニズムを視覚的に教えるためにコンピューテッドトモグラフィのデータを用い、頸部のバーチ
ャル(仮想)内視鏡画像および頚部三次元画像を構築し、任意の喉頭蓋や食道、気管などの断面画像を観察したり、食物
の通り道を管腔内から観察できるシステムを構築した。このため視覚的かつ非侵襲的に嚥下メカニズムを理解させるこ
とができるようになり、看護学生が実践に近い状態で、積極的に学習できるようになった。

研究成果の概要（英文）：Because of deep throat region is the nonvisible area to observation from the 
mouth,it is difficult to teach technical guidance of swallow mechanism for the nursing students. So we 
constructed new deep throat region visualization system to support for the education of technical 
guidance in swallow mechanism. In this present study, we reconstruct the three-dimensional image of the 
deep throat region including epiglottis,esophagus and trachea using the computed tomography data. And 
also we construct virtual endoscopy in the neck. The three-dimensional image can displayed cross section 
of the neck and indicate the passage root of food. And also it is possible to indicate the endoscopic 
images by virtual endoscopy. So,this system could be teach the swallow mechanism visually with 
non-invasive safe technology.We got the result this education system which was available for nursing 
students who were studied swallow mechanism with a high motivation for learning in practical ways.　
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仮想頸部内視鏡を用いた嚥下メカニズム教育システムの構築 
               
 
１．研究開始当初の背景 

誤嚥性肺炎は嚥下性肺炎ともよばれ、誤嚥

を契機として発生する。誤嚥に対する適切な

対応を迅速に実施できるか否かは患者の死

にも関わる。そのため、看護学生に誤嚥の発

症メカニズムを正確に理解、習熟させる必要

がある。 

 

２．研究の目的 

頸部深部領域は口から直接観察できる部

位ではないため、嚥下メカニズムを教えるに

は困難が伴う。そこで、視覚的にかつ立体的

に頸部における各臓器の位置関係や動きに

関して理解させる教育システムを構築する

ことを目的とした。 

 
３．研究の方法 
CT データを用い、口腔、咽頭、喉頭内部を
仮想内視鏡画像によりリアルタイムに観察
できるシステムを作成した。同時に、舌、周
辺筋肉の解剖学的位置、作用が明らかになる
よう描出し、安全かつ非侵襲的に看護学生が
実践に近い状態で、嚥下機能のメカニズムを
習得できるようにした。そして、図 1に示す
ようにモデル人形を用いた嚥下作用の学習
と, 仮想内視鏡および頚部三次元画像を用
いた教育システムを用い,単独または併用し
た場合の教育効果を調査した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 頭頸部モデル人形と仮想内視鏡および
頚部三次元画像を併用した教育風景 

 
 

４．研究成果 
任意の喉頭蓋や食道、気管などの断面画像
を観察を行ったり、食物の通り道を管腔内か
ら観察できるシステムを構築した結果、図 2
に示すよう視覚的かつ非侵襲的に嚥下メカ
ニズムを理解させることができるようにな
り、看護学生が実践に近い状態で、積極的に
学習できるようになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 仮想内視鏡を観察しながら頸部深部 
領域を観察する看護学生達 
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